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第三者

有田川町役場

登録している
A さん

① Aさんと
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを請求

② Aさんの
　 B さんの
　戸籍・住民票
　などを交付 登録していない

B さん

登録者には、
第三者に戸籍・住民
票などを交付した
事実を通知します。

事前登録をしてい
ない場合、通知は
行いません。

制度の
イメージ

編集後記
やすらぎふれあい

フェスタの取材をし
ていて、「バナナのパ
パはパパバナナ～♪」
の童謡を聞いたとき、
そんなに聞きなれた
音楽でないはずなの
にすぐ歌えた自分が
いました。これが幼
いころの記憶という
やつですね…。

（とても懐かしい気持ち
　西岡紗希）

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！
「よろしくお願いします」

②
手を開き、頭
を下げながら、
手を前に出す。

（「お願い」を表現）

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 9 回

①
右手のこぶしを
鼻にあてる。
（「よろしく」を表現）
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広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）


